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巻頭言

東日本大震災による 
地盤環境問題と対応

勝　見　　　武

2011 ೥ 3 ݄ 11 日に発ੜした東๺஍方ଠฏ༸ԭ஍਒
と大௡波により༷ʑな஍൫環境工ֶ上の՝୊がੜじた。

その 1 ͭは֐ࡂഇغ෺のॲ理と෮ࢿڵ材への׆用
で͋る。ඃࡂ஍では約 2000 万トンの֐ࡂഇغ෺と約
1000 万トンの௡波ଯੵ෺が発ੜした。合ܭ約 3000 万
トンにもの΅るॲ理す΂き材料のうͪの相౰量を౔࠭
が઎めており，これらの౔࠭を౔࠭以外の材料と෼཭
し，౔ߏ଄෺としての性能と環境安全性を確保しͭͭ
౔໦ࢿ材としての༗ޮར用をਐめることは大਒ࡂから
の෮چ・෮ڵにおける஍൫工ֶの重ཁなݙߩで͋る。

௡波ଯੵ෺とはどのような౔なのか，֐ࡂഇغ෺
から෼別し࠶ੜされた౔࠭は౔໦ࢿ材としてར用でき
る෺性を༗しているのか，といったॳา的なこともΘ
かっていなかったことから，චऀがҕһ௕を຿めるެ
ӹࣾஂ法ਓ஍൫工ֶձに設けられた஍൫環境ڀݚҕһ
ձ（東日本大਒ࡂର応調ࠪڀݚҕһձ）では，ҕһを
はじめとするؔ܎各位のボランタリーベースのਚ力に
より 2 シリーズのҰ੪試ݧを実ࢪした。そのҰ部はֶ
ձ発表などでֶज़੒Ռとしてެ表したほか，෼別౔の
෺理Խֶ特性・工ֶ特性にؔするՊֶ的なエビデンス
に基ͮき「ؠ手ݝ෮ࢿڵ材׆用マχュアル（2012 ೥ 6
定，2013ࡦ݄ ೥ 2 ݄վగ）」の監मにݙߩした。෼別
౔にはআڈしきれないෆ७෺，特に໦くͣなどのࠞೖ
がආけられͣ，これを੝౔としてར用した場合に༗機
෺の෼ղによるガスやਁ出ਫの発ੜ，஍൫௜下がݒ೦
される。༗意に༗֐な෼ղはੜじなかΖうということ
がこのҕһձの検౼で示ࠦされているが，さらなる検
ূをਐめているとこΖで͋る。また，֐ࡂഇغ෺のॲ
理により発ੜするম٫փへのର応の՝୊が͋ることか
ら，「֐ࡂഇغ෺ম٫主փをݪ料とする࠶ੜࢿ材の஍
൫材料ར用をର৅とした෺性ධ価スΩーϜ」のެ表に
よりҰͭの方向性を示すという取り૊みもߦっている。

෼別౔の༗ޮར用への᪳᪯が建設サイドに͋るとす
れ͹，そのཁҼのҰͭはこの෺性の問୊で͋り，もう
Ұͭは「インセンティϒ」で͋Ζう。෼別౔の発ੜと
工事の時期が合Θない場合のストックヤードや運ൖの
අ用負୲の問୊や，ෳ数の事業主ମが෮ڵにؔΘる事

業をਐめているݱ状が͋る。ݱ஍では෮ڵ工事でଟ量
の۷࡟発ੜ౔がੜじていることもؑみ，環境，建設，
೶ྛなどの管׋を超えたؔ܎機ؔの連ܞのもとでࢿ材
のマネジメントを૯合的にߦうことの重ཁ性がٞ࿦さ
れている。஍൫工ֶձでは国ཱ環境ڀݚॴからのҕୗ
によりట౔リサイクルڠձのڠ力をಘて「֐ࡂからの
෮ڵにおける֐ࡂഇغ෺，建設෭࢈෺ٴび࢈業෭࢈෺
の༗ޮར用の͋り方にؔする提ݴ検౼ҕһձ」を設置
し，より高࣍の౔࠭・෮ࢿڵ材マネジメントへの提ݴ
をߦう΂く取り૊Μでいる。

さて，෱ౡୈҰݪ子力発電ॴ事ނによる์ࣹ性Ԛછ
の問୊を֓؍すれ͹，「আછ事業により発ੜした౔৕
やഇغ෺」へのର応にؔして国が示している「Ծ置き」

「中間ஷ蔵」「最終ॲ෼」の方਑にରして，஍൫工ֶの
஌ݟに基ͮいたٕज़ࢦ਑の確ཱがٻめられている。ま
た，環境লの管׋外で͋るಓ࿏整備事業等で発ੜする
౔࠭・ഇغ෺にͭいても෱ౡݝ内では์ࣹ線量の問୊
が͋るためಓ࿏用ෑ஍にԾԾ置きするなどର応にۤ慮
されており，์ࣹ性Ԛછ౔৕・ഇغ෺の減容Խٕज़を
ධ価するための基本的࿮૊みがඞཁで͋ることから，
લड़の஍൫環境ڀݚҕһձでは「์ࣹ性セシウϜؚ༗
౔৕の౔৕ચড়法の適用性ධ価試ݧ方法（Ҋ）」を提
示している。さらに，ؔ東஍方からٶ৓ؠ・ݝ手ݝの
Ұ部にࢸる޿い஍ҬでҰൠ環境に์ࣹ性෺質が֦ࢄし
たことからҰൠഇغ෺ম٫փの์ࣹ線量が高く（特に
ম٫ඈփで溶出量が高く，ॲ෼場における適切なඈփ
管理がٻめられている），ຒཱॲ෼にؔしてٕज़上の
試ޡࡨߦがなされており，஍൫環境工ֶ上の取り૊み
がٻめられるとこΖで͋る。

以上のように，ڊ大֐ࡂからの෮ڵに஍൫工ֶ・஍
൫環境工ֶがݙߩするとこΖは大きく，ֶձの࿮૊み
によるさらなる取り૊みが期଴されているとߟえてい
る。上هҕһձのこれまでの׆動に͝ࢧԉ௖いている
方ʑにँ意を表するとともに，ؔ܎各位にはさらなる
。いしたいئԉをおࢧ͝
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